
大飯原発３･４号機の即時停止と

脱原発・自然エネルギー推進へ今すぐ決断を
「
安
全
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
再
稼
動
い
て
も
良
い
の
で
は
」「
原
発
を
止
め
た
ら

足
し
て
経
済
が
ダ
メ
に
な
る
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
コ
ス
ト
が
高
く
電
気
料
金
が
値
上
が

り
す
る
」
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
す
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

●
も
し
大
飯
原
発
で
事
故
な
ら
京
都
・
大
阪
も
住
め
な
く
な
る

原
子
力
規
制
委
員
会
は
１
０
月
２
４
日
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
形
な
ど
を
無
視
し
た
不
十
分
な
も
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
大
飯
原
発
で
福
島
同
様
の
事
故
が
起
き
れ
ば
、
京
都
も
避
難
区
域
に
な
る
指
摘

し
て
い
ま
す
。
ま
っ
先
に
琵
琶
湖
の
水
は
飲
め
な
く
な
る
し
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
京
都

市
内
や
大
阪
も
避
難
区
域
に
な
る
で
し
ょ
う
。
い
っ
た
ん
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
る
の
が
原
発
の
事
故
で
す
。

●
稼
動
さ
せ
て
は
い
け
な
い
致
命
的
な
欠
陥

そ
れ
だ
け
で
な
く
原
発
は
、
日
々
発
生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
方

法
が
な
い
と
い
う
致
命
的
欠
陥
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
放
射
性
廃
棄
物
は
溜
ま
る
一
方
で
、
日
本
で
は
も
う
６
年
も
す
れ
ば
全
て

の
貯
蔵
施
設
が
満
杯
に
な
る
状
況
で
す
。
し
か
も
何
万
年
も
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
、
ま
っ
た
く
解
決
不
能
の
難
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
原
発
な
の
で
す
。
そ
ん
な
「
負

の
遺
産
」
を
後
世
に
残
す
権
利
は
誰
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
今
年
の
夏
、
電
力
は
足
り
た
。
こ
の
冬
も
電
力
は
足
り
る

今
年
の
夏
、
野
田
政
権
と
関
西
電
力
は
「
電
力
不
足
が
生
じ
る
」
か
ら
と
大
飯
原
発
の

再
稼
動
を
強
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
、
関
西
電
力
の
原
発
な
し
の
電
力
供
給
能
力

約
２
７
２
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
、
最
大
需
要
は
８
月
３
日
の
２
６
８
１
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
二
番
目
が
７
月
２
７
日
の
２
６
７
２
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
。
原
発
依
存
度

日
本
一
の
関
西
電
力
管
内
で
も
、
原
発
の
稼
動
な
し
で
電
力
は
足
り
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

政
府
の
電
力
需
給
検
証
委
員
会
は
、「（
今
冬
の
電
力
は
）
安
定
的
な
供
給
力
を
確
保
で
き

る
」（
１
０
月
２
４
日
）
と
報
告
し
て
い
る
の
で
す
。

●
普
及
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
コ
ス
ト
が
下
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

そ
の
分
火
力
発
電
へ
の
依
存
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
一
刻
も
早
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
太
陽
光
は
い

く
ら
利
用
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
も
請
求
書
は
来
ま
せ
ん
。
風
力
発
電
に
対
し
、“
こ

の
風
は
俺
の
も
の
。
金
を
出
さ
ね
ば
ス
ト
ッ
プ
す
る
ぞ
”
な
ど
と
脅
さ
れ
る
心
配

も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
転
換
す
る
こ
と
を
決

断
す
れ
ば
、
日
本
経
済
そ
の
も
の
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
シ
フ
ト
し
、
普
及

が
進
め
ば
す
す
む
ほ
ど
コ
ス
ト
が
下
っ
て
い
く
の
が
経
済
の
法
則
で
す
。

●
ご
一
緒
に
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

電話 06-6949-8120 FAX06-6949-8121 HP http://genpatsuzero-osaka.com/

１
．
関
西
電
力
大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
動
を
撤
回
し
即
時
停
止
す
る
こ
と
。

２
．
現
在
停
止
中
の
原
発
は
い
っ
さ
い
再
稼
動
さ
せ
る
こ
と
な
く
廃
炉
に
す
る
こ

と
。
大
間
な
ど
三
つ
の
原
発
の
建
設
再
開
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
。

３
．
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を
決
断
し
、
原
発
か
ら
の
即
時
撤
退
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
政
策
転
換
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
。

私たちの要求
電
力
が
不
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原発をなくし、自然エネルギーを推進する

新しい府民運動にぜひご参加ください

東日本大震災で起こった東電福島第一原発の災害は、原発はひとたび重大な事故を起

こせば事態を制御できなくなるという、他の事故とは全く異なる危険な実態を明らかに

しました。また、日々生成される放射性廃棄物は、その処分方法も見つかっておらず、

危険な高濃度放射性物質が溜まる一方であることも明らかとなりました。放射能による

汚染は大気、海洋、土壌などあらゆるところに広がり、農業、畜産、漁業、産業などす

べての分野に深刻な被害を及ぼしています。地域住民の内部被曝問題も深刻で、子を持

つ親に大きな不安を与えています。

いま国民の中からは、歴代の政権と電力業界が繰り広げてきた原発の「安全神話」に

厳しい批判の目を向け、地震国・津波国である日本は原発とは共存できない、後世に大

きなツケを残す原発は推進すべきでないと、原発の廃止を求める声が大きくなっていま

す。また、ドイツ、スイス、イタリアなどで原発から撤退する方針が明確に打ち出され

るなど、原発依存からの転換をめざす動きは福島原発事故をきっかけに世界的にも広が

っています。

私たちは、福島第一原発災害を教訓に、次のような大きな府民運動を呼びかけること

にしました。

①原発は地震国日本にとっては余りにも危険。原発は廃止して、ゼロにしましょう。

②日本の電力・エネルギー政策を自然エネルギーの方向に大きく転換しましょう。

私たちは、この要求で一致する団体・個人のみなさんに、一緒に運動しませんか？ と

呼びかけます。そして、「原発」問題について身近なところから語り合い、学び合い、交

流しながら、この要求を実現するために、署名活動や集会、街頭での宣伝などに取り組

み、大きな世論をつくっていきたいと思っています。

私たちは、こうした府民運動をすすめるために「原発をなくし、自然エネルギーを推

進する大阪連絡会」（略称：原発ゼロの会・大阪）を立ち上げました。そして、原発をな

くし、自然エネルギーの推進を願うたくさんのみなさんと手を携えてこの府民運動を大

きく盛り上げていきたいと考えています。

ぜひ多くの府民のみなさんがこの運動に共にご参加していただくことを心から訴えま

す。

２０１１年１０月１５日

原発ゼロの会・大阪 発足の集い

呼びかけ人（アイウエオ順）

安斎 育郎 立命館大学名誉教授

石田 法子 日弁連人権擁護委員会前委員長

大谷 昭宏 ジャーナリスト

小田 徹也 ＩＰＰＭＷ（核戦争防止国際医師会議）大阪府支部支部長

桂 吉弥 落語家

木津川 計 『上方芸能』発行人

日下部吉彦 大阪音楽大学客員教授・音楽評論

小山乃里子 ラジオパーソナリティー

阪口善次郎 前大阪府原爆被害者団体協議会理事長

藤本 義一 作家

宮本 憲一 大阪市立大学名誉教授

和田 武 自然エネルギー市民の会代表

呼びかけ団体（順不同）

おおさか市民ネットワーク 原発問題住民運動大阪連絡会

新日本婦人の会大阪府本部 原水爆禁止大阪府協議会

日本科学者会議大阪支部全 大阪労働組合総連合

大阪民主医療機関連合会 大阪から公害をなくす会

---------------------------------------------------------------------

原発をなくし、自然エネルギーを推進する大阪連絡会（略称：原発ゼロの会・大阪）

ご入会のお問い合わせは、下記の事項を記入して原発ゼロの会・大阪の事務局までお送

りください。事務局より資料をお送りさせていただきます。 FAX（06）6949－8121

お 名 前 ご 住 所

〒（ ）

電 話 ＦＡＸ
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